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先
日
、
大
阪
へ
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
か

け
ま
し
た
。

　

普
段
の
通
勤
な
ど
に
は
自
家
用
車
を

利
用
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
日
は
電
車

で
出
か
け
ま
し
た
。
電
車
の
利
用
は
年

に
数
回
、
久
し
ぶ
り
の
こ
と
で
し
た
。

　

途
中
で
地
下
鉄
に
乗
り
換
え
た
と
き

の
こ
と
で
す
。
ホ
ー
ム
に
滑
り
込
ん
で

き
た
列
車
に
乗
り
込
も
う
と
す
る
と
、

駆
け
寄
っ
て
来
た
駅
員
さ
ん
に
制
止
さ

れ
ま
し
た
。
と
っ
さ
の
こ
と
で
駅
員
さ

ん
の
言
葉
を
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
次
の
瞬
間
、

足
元
の
「
女
性
専
用

車
両
乗
車
位
置
」
の

文
字
が
目
に
飛
び
込

ん
で
き
ま
し
た
。「
ご

め
ん
な
さ
い
！
」
頭

を
下
げ
、
あ
わ
て
て

と
な
り
の
車
両
に
飛

び
乗
り
ま
し
た
。

　

痴
漢
な
ど
の
犯
罪

被
害
か
ら
女
性
を
守

る
た
め
に
導
入
さ
れ

た
『
女
性
専
用
車
両
』

で
す
が
、
日
ご
ろ
電
車
を
利
用
し
な
い

わ
た
し
に
と
っ
て
、
ニ
ュ
ー
ス
で
聞
い

た
覚
え
は
あ
っ
て
も
実
物
を
見
る
の
は

初
め
て
の
経
験
で
し
た
。

　
「
あ
せ
っ
た
な
…
」
嫌
な
汗
を
拭
き

な
が
ら
、
乗
り
込
ん
だ
車
両
を
見
回
す

と
、
夕
方
の
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
で
車
両

内
は
満
員
だ
っ
た
の
で
す
が
、
乗
客
は

暑
さ
と
仕
事
で
疲
れ
気
味
の
男
性
ば
か

り
。
女
性
専
用
車
両
も
初
め
て
で
し
た

が
、
男
性
の
み
で
満
員
に
な
っ
た
車
両

に
乗
る
の
も
初
め
て
の
経
験
で
し
た
。

　

車
両
内
の
一
人
ひ
と
り
が
何
か
し
ら

孤
立
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、「
こ

れ
か
ら
楽
し
み

に
し
て
い
た

コ
ン
サ
ー
ト

だ
！
」
と
い
う

ワ
ク
ワ
ク
し
た

期
待
感
が
し
ぼ
ん
で
し
ま
い
、
思
わ
ず

た
め
息
を
つ
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
気
持
ち
を
引
き
ず
り
な
が
ら

到
着
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
で
し
た
。

　

客
席
を
埋
め
た
超
満
員
の
お
客
さ
ん

は
、
わ
た
し
に
と
っ
て
は
、
全
て
が
見

ず
知
ら
ず
の
人
た
ち
、
だ
れ
一
人
知
り

合
い
は
い
ま
せ
ん
。

で
も
、
コ
ン
サ
ー
ト

と
い
う
同
じ
目
的
を

共
有
し
て
い
る
こ
と

で
会
場
全
体
に
「
ゆ

る
や
か
な
連
帯
感
」

と
「
親
近
感
」
が
生

ま
れ
、
音
楽
も
居
心

地
も
と
て
も
良
い
コ

ン
サ
ー
ト
で
し
た
。

　

帰
り
の
車
両
に
は

老
若
男
女
が
乗
り
合

わ
せ
て
い
ま
し
た
。

あ
ま
り
電
車
を
利
用
し
な
い
わ
た
し
で

す
が
、「
こ
れ
が
当
た
り
前
だ
よ
な
」
と

思
い
ま
し
た
。

　

で
も
、
考
え
て
み
れ
ば
、
女
性
専
用

車
両
そ
の
も
の
が
問
題
な
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
女
性
専
用
車
両
は
、
女
性
も

男
性
も
安
心
し
て
行
動
で
き
る
社
会
を

実
現
す
る
た
め
の
手
段
の
一
つ
で
す
。

問
題
は
、
こ
う
し
た
手
段
を
導
入
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
社
会
の
実
態
で
す
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
の
余
韻
に
浸
り
な
が

ら
、「
今
日
の
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
み
た
い

な
世
の
中
に
し
た
い
な
、
お
れ
に
も
何

か
で
き
る
よ
な
」
と
つ
ぶ
や
き
ま
し
た
。
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ご意見は人権・男女共同参画推進室（ご意見は人権・男女共同参画推進室（ 63‐7909）へ63‐7909）へ

開館時間　午前9時 
 30分～午後5時

※日・月曜日、祝日（月
曜日が祝日のときは翌日
休館）、年末年始は休館
▼はじめて広場　
　10月12日金 午前10時30
分～☆「かがやき」を利
用したことがない人は、
気軽にご参加ください。
▼親子で遊ぼう「ミニ運動会」
　10月12日金 午前10時～11時30分
▼かがやきフェスタ イベント盛りだくさん！
　10月27日土 午前９時50分～午後3時

  池田 流
る あ

亜ちゃん
　　　  流

る い

唯ちゃん
         流

る か

珂ちゃん
（百合が丘）

 こども支援センターかがやき
　　（桔梗が丘西 3）　 67‐0250

こども支援センター かがやき催物

　商工経済室   63‐7824
【イオン名張店3階】 10月10月リバーナホール催物リバーナホール催物

■ 第6回 5クラブ合同写真展
日時　10月5日金～8日▢祝  
　午前10時～午後6時（最終日は5時まで）
主催　フォトクラブ光

こうえい

影

■ 第26回名張水彩画会展
日時　10月18日木～21日日 午前10時～
午後6時（初日は正午から最終日は5時まで）

主催　名張水彩画会

■ 筑
ちくほう

峰水墨画研究会作品展
日時　10月26日金～28日日 午前10時～
午後5時（最終日は4時まで）

主催　筑峰水墨画研究会

10月の献血  地域医療室
　  63‐3913

●日時　10月10日水　午後２時～４時
　場所　イオン名張店（元町）

　9‐2号掲載『認知症サポーターになりませんか 』について　　▼「認知症サポーター養成講座」を個人でも受講できたらいいな。
　　▼若年性アルツハイマー病など、いつ自分がどんな病気になるか分かりません。他人事と思わず、協力していきたいと感じました。

広報なばり
メールサポーター
アンケートより…

かがやきかがやき

  大好き
！

  大好き
！

とれたて名張交流館
「伊賀米フェア」を開催

日時　9月29日土 午前10時～午後3時
場所　とれたて名張交流館（希央台2）
内容　▼とれたて名張交流館で1,500円以上購入
された人に伊賀米300ｇプレゼント（先着200人）

　▼JA伊賀南部による伊賀米（新米）販売
　▼伊賀丸くん（伊賀米キャラクター）と撮影会

 農林資源室　  63‐7625

10月1日は「浄化槽の日」です
浄化槽は適切な維持管理をお願いします

　浄化槽は、トイレや台所などの汚水を、微
生物の働きを利用してきれいにする施設です。
微生物が活動しやすい環境を保つよう、浄化
槽法で定期的な管理が義務づけられています。
○保守登録業者による年3～4回の「保守点検」
○市の許可を受けた業者による年 1回（全ば
っ気方式は 2回）の「清掃」

○年1回の「法定検査」の申込は三重県水質検
査センター（ 059‐213‐0707）へ

 上下水道部営業室　
　 63‐4111（お客様センターと共通）

日時　10月3日水～7日日
         午前9時～午後4時30分
場所　総合福祉センターふれあい（丸之内）
展示作品　絵画、書道、写真、美術工芸

 文化生涯学習室   63‐7892

第 55回名張市美術展覧会を
開催　　　　　　　◎入場無料

　同じ地域に住む高齢者、障害者の安全安心
を守るための支援について考えあい、行動に
つなげる講座です。
日時　10月14日日 午後2時～4時
場所　市民情報交流センター（希央台5）
講師　山本 康

や す し

史さん（みえ災害ボランティア
支援センター長）

申込　10月10日水までに、電話で問い合わせ先へ

 名張市人権センター　  63‐0018

「災害時の高齢者、障がい者の
 安全安心を語る会」参加者募集

日時　11月18日日 午前8時20分～受付開始
種目　▼2kmレース（小学3・4年生男・女、小学
5・6年生男・女）　▼3kmレース（中学生男・女）

　▼5kmレース（高校生男・女、一般男・女、60
歳以上男・女）　▼10kmレース（一般男・女、
50歳以上男・女）　▼ジョギング2km （年齢制
限なし）※小学2年生以下が参加するときは、
保護者も参加申込をして、併走してください。

参加費　小・中学生…500円、高校生…600
円、一般・50歳以上・60歳以上…1,700円

　※ジョギングは、400円
申込　10月19日金までに、武道交流館いきい
き（蔵持町里）にある申込用紙に必要事項
を記入し、参加費を添えて同窓口へ

 名張市体育協会（武道交流館いきいき内）
　  62‐4141

「2012名張ひなち湖紅葉
 マラソン大会」参加者募集

「みんなで稲かりをしよう」
　参加者募集

日時　10月6日土 午前9時～午後3時
場所　安部田地内 ※ホームページでご確認ください。
講師　羽

はじか

鹿 秀仁さん（有機農業家）
対象　市内在住の幼児、小・中学生、高校生
　※保護者などが送迎できる人    
定員　30人 ※先着順
申込　9月29日土までに、電話、電子メールなど
で問い合わせ先へ    ◎参加無料

 なばり子ども支援グループ＜リヨン＞（谷口）
　  63‐8722　  nabari.lion@gmail.com
　  http://nabari-lion.blogspot.com

自
然
農
法
セ
ミ
ナ
ー
「
土
づ
く
り
に
つ
い
て
」　

日
時　

10
月
６
日
土 
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分　

場
所　

武
道
交
流
館
い
き
い
き
（
蔵
持
町
里
）　

講
師　

板
坂 

康
行
さ
ん

（
Ｍ
Ｏ
Ａ
自
然
農
法
文
化
事
業
団
普
及
員
）　

参
加
費　

３
０
０
円
（
資
料
代
な
ど
）　

◎
申
込
不
要　
　

 

食
と
健
康
を
考
え
る
会
（
中
嶋
）　
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